
「 この上ない今日を忘れないでね ※ 」 

校長 益満 等之 

 ステージ上には、5枚のボードが立っていました。それぞれには、大きな白い紙が貼り付

けてあります。その紙に、３年生の生徒が一人ずつ筆を持ち、文字を数画ずつ書いていき、

いつしか文章が書き上げられていきました。 

 「何気ない今日を この上ない今日を 忘れない」「有限だから 最高 今しかできない

ことがある」「未開拓冒険地帯 好奇心旺盛時代」「ぼくら 全力で やってんだ」 

 バックに流れている楽曲は、緑黄色社会の「恥ずかしいか青春は」でした。 

 そして、最後に、中央の大きなボードに鮮やかな青で「青春」という大きな文字を書き上

がった時、音楽もちょうどエンディングを迎えるタイミングでした。音楽と３年生のみんな

が文章を書き上げるのがピタリと合った瞬間、３年生の生徒たちから大きな歓声があがり、

聴衆のみなさんの大きな拍手が沸き上がりました。 

 これは、先日行った、豊明祭の冒頭、３年生が、それぞれの学年や学科が行う催しを、応

援団がエールを送るように紹介したあとに行ったステージパフォーマンスです。 

 この３年生の生徒たちが、心を合わせておこなったステージを見ていた私には、感動とか

感激という言葉では言い尽くせない、胸にグッとこみあげてくるものがありました。 

 今回の学校祭は、「今しかやれない！！ ～全力でいこうぜ～」をテーマとして、11 月

15 日の前日祭と、16 日の本祭を行いました。これまでの豊明祭よりも、生徒がより主体

的に考え、自分たちで創り上げるお祭りを意識して取り組んできました。その結果、生徒た

ちが発案し、生徒たちが自分たちで運営した催しが多く見られたことは、とても素晴らしい

ことだと感じています。 

 １年生が企画・運営した「縁日」には、終始、笑い声が聞こえ、2年生の生徒が設置した

フォトスポットや、動画「全力でやってみた」シリーズは、来校者の方々から高評でした。

また、来校者の休憩場所を装飾したのは３年生の生徒で、卒業生同士の情報交換の場にもな

っていました。各学科の製品販売・リユースフリーマーケット・セレクトショップ・掃除な

どの体験企画は、本校が大切にしている「働くこと」・「作業学習」に直結した内容で取り組

むことができていたと思います。さらには、卒業生もお世話になっている福祉事業所の方々

の協力があって、豊明祭を盛り立てていただきました。ありがとうございます。 

『今、「お互いにやりきった」、「豊明の新たな歴史をしっかり刻むことができた」という

気持ちを確かめ合いながら、フィナーレを迎えています。生徒の皆さん、この豊明祭で深め

た友情や絆を大切にしながら、これからの学校生活、そして自分の人生をより良く生きてい

ってほしいと思います。豊明祭、本当にお疲れ様でした。そして、素晴らしい感動をどうも

ありがとうございました。』 

 これは、閉祭式での私の言葉です。そして、生徒に伝えたかった、本当の気持ちです。 

 御協力をいただいたすべての皆様に感謝を申し上げます。 

※緑黄色社会「恥ずかしいか青春は」の歌詞より 


